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佐久穂町・小海町同盟協定
令和５年度活動報告
　令和２年４月に「佐久穂町と小海町による地域活性化のための同
盟に関する協定」を締結し、これまで活動を進めてまいりました。
令和５年度の活動の一部をご紹介します。

　この他にも、広報でお互いのイベント情報を掲載したり、こどもセンター「さくほっこ」と小海なかよ
し児童館を両町民に開放したり、観光の分野でも両町で協力し合いながら事業を行っています。
　今後も両町で互いに手を取り合いながら進めていきます。

　佐久穂小学校の３年生が小海町の養蜂園
で蜂蜜採取見学と瓶詰め体験をしました。
初めて見る蜂蜜採取の作業に子どもたちも
興味津々でした。

蜂蜜採取見学・瓶詰め体験

　高校生と一般の方を対象に、両町企業の
合同就職説明会を開催しました。地元の企
業を知る機会になるとともに、実際に就職
する方も出てきています。小海高校生が町
内の事業所へ行き、インターンを通して仕
事内容を学びました。

合同就職説明会

　両町職員の人材育成として、研修会
を実施し、自分たちの業務について理
解を深め、今できること、これからや
るべきことの職員発表を両町長の前で
行いました。

職員研修
「若手つながるプロジェクト」

　両町の全小中学校で佐久穂町・小海町の地域
食材を使用した郷土食ウィークを開催。お煮か
け・塩イカの酢の物・煮こじ・はさみこみ・凍
み豆腐・くらかけ豆・さけのかす煮・およごし
の計８品を日替わりで楽しみました。
　また、地元の方が実際に郷土料理を作ってい
る動画「おばあちゃんのお台所」を放映し、作
り方や料理に込められた想いを学びました。

同一献立給食

動画「おばあちゃんのお台所」
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国土交通省　第60回登録において

道の駅 八千穂高原 が正式登録されました

建設工事中は近隣の皆様はじめご迷惑をおかけしますが、ご理解・ご協力をお願いします。

名称案にたくさんのご応募ありがとうございました

林 真李亜さん
（指定管理者：畑八開発）

駅長が決まりました

佐久穂町職員 能登半島地震災害派遣
令和６年能登半島地震の被災地を支援するため、職員を派遣しています。

被災地の一日も早い復旧・復興に向けて、引き続き支援をしていきます。

長野県災害派遣福祉チーム
（DWAT）

　１月17日から１月21日ま
で、職員１名を能登町へ派遣
しました。
　福祉避難所の設営と運営業
務の支援活動を行いました。

長野県、県市長会、県町村会の協定に基づく
長野県合同災害支援チーム（チームながの）

　２月４日から２月10日ま
で、職員２名を羽咋市へ派遣
しました。被災家屋調査およ
び罹災証明発行業務の支援活
動を行いました。

　２月16日から２月22日ま
で、職員2名を羽咋市へ派遣
しました。廃棄物処理の受付
及び車両誘導業務の支援活動
を行いました。

須田 明美 様　　　渡辺 紀一 様
岡部 英夫 様　　　小平 ちか子 様
ほか６名様（本人の希望により氏名非公表）

　上記の皆様には記念品を進呈し、プレオープンにご招待いたします。
町民アンケート候補作品にご応募いただいた方もプレオープンにご招待、
応募者全員にもクーポン券等の配布を予定しています。

「道の駅 八千穂高原」を応募してくださった方
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●材料（約４人分）
餃子の皮…………………20枚
豚ひき肉…………………200ｇ
ねぎ………………………1/2本
にら………………………1/2束
まいたけ…………………1/2パック
野沢菜漬け………………適量
★生姜……………………お好み
★中華スープストック…小さじ1/2
★酒………………………大さじ１
★オイスターソース……小さじ１
★塩………………………少々
★こしょう………………少々
サラダ油…………………大さじ1
水…………………………適量
海苔………………………適量

●作り方
①ボウルに豚ひき肉と★の調味料を入れ混ぜ合わせ味をなじませる。
②その間にねぎ、にら、まいたけをみじん切りにして①のボウルに混
　ぜあわせる。
③餃子の皮にタネをのせ、水を皮のふちにつけ、包み、海苔で目とヒ
　レをつける。
④フライパンにサラダ油をひき中火であたため、包んだ餃子を並べて
　焼く。
⑤焼き色がついたら水を加えて、蓋をして5～10分蒸し焼きにする。
⑥中まで火が通ったら蓋を外して仕上げに強火で水気をとばす。

魚の形をした！？ギョギョギョ餃子

包  み方

今月のテーマ

まずは身近な食育から始めてみよう！

管理栄養士の役に立つ食事情報

一緒に作ろう、
おすすめレシピ

～１人分～
エネルギー252.6kcal　　炭水化物28.0g 
たんぱく質13.6g　　脂質8.4g  
食物繊維2.0g　　塩分1.0ｇ

皮のフチに
水をつける。

横の皮を
順に折る。

頭の部分に水を
つけて２か所折る。

尾の部分を
つまみ、ねじる

海苔をつけて
完成！！

食べる力は生きる力
「食育」を普段の生活に取り入れよう

毎日の
ちょっとした工夫で

美味しく楽しく

　日々、ご家族の健康のため栄養バランスなどを考えて食事作りをしているかと思いますが、健康的な生活を
送るには、お子さん自身も「食に関わる技術や知識を身につけること（食育）」が大切です。
　今回は普段の生活に取り入れられる「食育」についてお話しします。

ステップ①

一緒に
買い物に行く

ステップ②

旬の食材を選ぶ

ステップ③

身につくもの

一緒に
ご飯を作る

好き嫌いが少なくなる

感謝の心 食事のマナー

健康的な
食事選び

地域や食文化の理解

料理することへの
興味

上手に包めるかな～？
おいしい！！

料理っておもしろい！！
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問合せ先　住民税務課　税務係　☎0267-86-2526

税・料金は期限内の納付をお願いします 税・料金の納付は口座振替が便利です

　口座振替の方は、振替日の前日までに必ず口座残
高を確認してください。        
　現金納付の方は、納期限までに役場会計室、八千
穂福祉センター内出張所、各金融機関、コンビニエ
ンスストアにて納付してください。     
       

　一度お申込みいただくと、毎年自動継続しますの
で、納め忘れがありません。安心で便利な口座振替
をぜひご利用ください。
　お手続きは、役場各窓口または八十二銀行、佐久
浅間農協、ゆうちょ銀行（郵便局）でお願いします。

町税等の納期限
及び口座振替日一覧

町県民税
（普通徴収）

固定資産税

軽自動車税

国民健康
保険税

（普通徴収）
後期高齢者
医療保険料
（普通徴収）

介護保険料
（普通徴収）

納　期　限
（口座振替日）

４月

1期

４月
30日
（火）

６月

1期

3期

７月
１日
（月）

８月

2期

2期

2期

5期

９月
２日
（月）

10月

3期

4期

4期

7期

10月
31日
（木）

12月

4期

6期

6期

9期

１月
６日
（月）

５月

1期

全期

2期

５月
31日
（金）

７月

2期

1期

1期

4期

７月
31日
（水）

１月

7期

7期

10期

１月
31日
（金）

３月

12期

３月
31日
（月）

２月

8期

8期

11期

２月
28日
（金）

９月

3期

3期

3期

6期

９月
30日
（月）

11月

4期

5期

5期

8期

12月
２日
（月）

納期月

税目等

令和６年度
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信濃川水系南佐久圏域河川整備計画の
変更案（原案）に関する公聴会を開催します
　長野県では、県が管理する一級河川の整備の目標や具体的な内容を定めた河川整備計画を策定するにあた
り、広く地域住民の皆様からご意見をお聴きし、計画に反映するため、以下のとおり公聴会を開催します。

１．公聴会について
（１）日時：令和６年５月23日（木）午後７時から
（２）場所：佐久穂町生涯学習館「花の郷・茂来館」中会議室
　　　　　　（南佐久郡佐久穂町大字海瀬2570番地）
（３）公述人がいない場合は、公聴会を中止します。また、公述人が多数の場合は、公聴会の開始時刻を変
　　　更する場合があります。なお、中止又は開始時刻等を変更する場合は、長野県ホームページでお知ら
　　　せします。

２．河川整備計画の変更案（原案）について
（１）公聴会でご意見をお聴きする河川整備計画の案（原案）
　　・信濃川水系南佐久圏域河川整備計画の変更案
（２）変更案（原案）の閲覧
　　【期間】
　　　令和６年４月22日（月）から令和６年５月20日（月）まで以下の場所で図書の閲覧が可能です。
　　【閲覧可能な場所】
　　・長野県建設部河川課（TEL：026-235-7308）
　　・長野県佐久建設事務所整備課（TEL：0267-82-8284）
　　・佐久穂町役場建設課（TEL：0267-86-2525）
　　※土日、祝日を除く、午前８時30分から午後５時15分まで
　　※長野県ホームページにおいても図書を閲覧します

３．公述申出について
　公聴会で公述（発言）を希望される方は、閲覧場所又は長野県ホームページにある「公述申出書」に必要
事項を記入のうえ、持参、電子メール、ＦＡＸ又は郵送により提出してください。

（１）公述申出のできる方
　　・小海町、佐久穂町、川上村、南牧村、南相木村、北相木村において「居住、通勤又は通学されている
　　　方」「土地又は建物を所有されている方」
（２）公述申出期間
　　・令和６年４月23日（火）から令和６年５月13日（月）まで
　　※持参の場合は最終日の午後５時15分まで、郵送の場合は最終日必着
（３）公述申出書の提出先
　　・〒384-0301　長野県佐久市臼田2015 長野県佐久建設事務所 整備課 計画調査係
　　（TEL：0267-82-8272　FAX：0267-82-7400　電子メール：sakuken-seibi@pref.nagano.lg.jp）
　　・なお、FAXによる場合は、お手数ですが送信後、電話連絡をお願いいたします。

４．河川整備計画の変更案（原案）の閲覧及び公聴会に関する詳細について
　　・長野県ホームページ（以下のＵＲＬ）をご覧ください。
　　　https://pref.nagano.lg.jp/sakuken/jigyo/minamisakukasenseibi.html

６

No.210

広報



編集　佐久穂姉妹都市交流協会事務局（佐久穂町役場総務課内）　　　令和６年３月発行

佐久穂姉妹都市交流協会会報　　　　　　　　　　第33号

こ ま ど り
と
う
も
ろ
こ
し
収
穫
体
験

商
工
ま
つ
り

星
空
観
望
会

会
員
募
集
企
画

桜
ま
つ
り

　

佐
久
穂
姉
妹
都
市
交
流
会
は
、

東
京
都
府
中
市
と
の
交
流
を
促
進

し
、
両
市
町
民
の
友
好
と
信
頼
を

深
め
る
た
め
の
活
動
を
行
っ
て
い

ま
す
。

　

令
和
５
年
度
は
、
次
の
と
お
り

活
動
を
実
施
し
ま
し
た
。
な
お
、

府
中
市
と
の
交
流
活
動
に
興
味
の

あ
る
方
は
、
協
会
理
事
又
は
事
務

局
（
役
場
総
務
課
）
ま
で
ご
連
絡

く
だ
さ
い
。

 　
８
月
１
日
に
、
毎
年
好
評
の

「
親
子
と
う
も
ろ
こ
し
収
穫
体
験
」

が
行
わ
れ
、
府
中
市
か
ら
61
名
の

親
子
が
訪
れ
ま
し
た
。

　

当
日
は
、
天
気
に
も
恵
ま
れ
、

や
さ
い
倶
楽
部
の
皆
さ
ん
に
ご
協

力
を
い
た
だ
き
な
が
ら
、
収
穫
す

る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　

昼
食
時
に
は
、
採
れ
た
て
の
と

う
も
ろ
こ
し
を
茹
で
て
、
キ
ュ
ウ

リ
や
ト
マ
ト
、
プ
ル
ー
ン
と
一
緒

に
参
加
し
た
皆
さ
ん
に
味
わ
っ
て

い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

８
月
５
日
〜
６
日
の
２
日
間
、

府
中
市
・
大
國
魂
神
社
境
内
を
会

場
と
し
て
「
商
工
ま
つ
り
」
が
開

催
さ
れ
ま
し
た
。

　

協
会
で
は
、
４
年
ぶ
り
の
参
加

で
と
う
も
ろ
こ
し
、
ト
マ
ト
な
ど

の
野
菜
や
味
噌
、
ジ
ャ
ム
な
ど
の

特
産
品
を
販
売
し
、
佐
久
穂
町
の

Ｐ
Ｒ
を
行
い
ま
し
た
。

　

佐
久
穂
の
野
菜
は
、
佐
久
穂
町

の
参
加
を
楽
し
み
に
し
て
い
る
方

も
多
く
、
朝
か
ら
行
列
が
で
き
る

ほ
ど
人
気
が
あ
り
、
用
意
し
た
商

品
全
て
が
大
好
評
で
し
た
。

　

今
年
は
直
前
で
鳥
害
に
あ
っ
て

し
ま
い
、
人
気
の
と
う
も
ろ
こ
し

が
、
十
分
に
確
保
す
る
こ
と
が
出

来
ま
せ
ん
で
し
た
が
、
お
客
さ
ん

か
ら
は
「
毎
年
楽
し
み
で
並
ん
で

い
る
の
。
ま
た
来
年
も
来
る
ね
。」

と
声
を
か
け
て
も
ら
い
ま
し
た
。

　

11
月
３
日
に
町
内
の
小
学
生
を

対
象
に
、
府
中
市
の
移
動
天
文
観

測
車
ペ
ガ
サ
ス
２
号
に
よ
る
星
空

観
望
会
を
開
催
し
ま
し
た
。

　

当
日
は
昨
年
同
様
に
寒
い
中
で

し
た
が
天
候
に
恵
ま
れ
、
約
１
０

０
名
の
親
子
が
天
体
望
遠
鏡
を
覗

き
、
土
星
や
木
星
な
ど
の
惑
星
や

星
座
の
説
明
を
府
中
市
郷
土
の
森

美
術
館
の
方
の
説
明
を
聞
き
な
が

ら
、
冬
の
星
空
を
楽
し
む
こ
と
が

で
き
ま
し
た
。

 　
11
月
18
日
新
規
会
員
募
集
企
画

と
し
て
府
中
東
京
競
馬
場
の
視
察

を
行
い
ま
し
た
。
現
地
集
合
で
あ

り
ま
し
た
が
、
10
名
の
方
が
新
規

会
員
と
な
り
13
名
の
参
加
が
あ
り

ま
し
た
。

 　
３
月
23
日
、
24
日
に
府
中
市
民

桜
ま
つ
り
が
府
中
公
園
で
開
催
さ

れ
ま
す
。

　

佐
久
穂
町
の
Ｐ
Ｒ
と
物
産
品
の

販
売
を
行
い
ま
す
。

　

佐
久
穂
町
は
東
京
都
府
中
市
と

姉
妹
都
市
の
交
流
を
行
っ
て
い
ま

す
。

　

当
協
会
は
交
流
事
業
の
民
間
窓

口
と
し
て
、
両
市
町
の
相
互
理
解

と
人
々
の
ふ
れ
あ
い
を
深
め
る
た

め
に
、
様
々
な
事
業
を
実
施
し
て

き
ま
し
た
。
今
後
も
よ
り
多
く
の

方
が
参
加
で
き
る
よ
う
な
事
業
の

企
画
も
し
て
い
き
た
い
と
考
え
て

お
り
ま
す
。

　

姉
妹
都
市
交
流
に
興
味
の
あ
る

方
は
お
気
軽
に
お
問
い
合
わ
せ
く

だ
さ
い
。

◆
年
会
費
　

　

個
人　
　
　
　

一
〇
〇
〇
円

　

法
人
・
団
体　

五
〇
〇
〇
円

◆
主
な
行
事

　

府
中
市
へ
の
友
好
訪
問

　

各
種
イ
ベ
ン
ト
へ
の
参
加

◆
事
務
局

　

総
務
課
庶
務
係

　

電
話　

八
六―

二
五
二
五

会
員
募
集
!!

大きく育った
とうもろこしを収穫！

野菜や特産品を販売
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佐久穂中学校生徒会が令和６年能登半島地震　被災地支援
■問合せ　教育委員会　学校教育係　☎0267-86-4940

N
e
w
s

■問合せ　教育委員会　こども課　子育て支援係　☎0267-86-2340

出生祝金を贈呈しました。N
e
w
s

１月26日に出生祝金を贈呈しました。
＊令和５年９月生まれのお子さんです。

　能登半島地震の被災地を応援しようと佐久穂中学校
生徒会が募金活動を行い、集まったお金16万5,313円
を日本赤十字社長野県支部佐久穂町分区の佐久穂町社
会福祉協議会に手渡しました。
　佐久穂町社会福祉協議会の小林正一会長は「被災地
のために何とかしようと考えたことを行動に移したこ
とが素晴らしい」と話していました。
　今後、このお金は佐久穂町社会福祉協議会が日本赤
十字社に送り、災害配分委員会を通じて被災者に配分
されます。
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図書館だより
■問合せ　佐久穂町図書館　☎0267-86-7020

〇春休みお楽しみ講座
　♪みんなでミュージックベルを奏でよう♪
　日時　３月20日（水・祝）　10：30～
　場所　茂来館中会議室
　講師　ベルの輪　代表　大井富美子さん
　対象　どなたでも
　★プラバンでつくろう★
　日時　３月23日（土）
　　　　①10：15～　②11：00～
　場所　図書館内
　対象　どなたでも
　　　　（小学生以下は保護者と参加）
　定員　各回８組　事前申込制
　　　　（図書館にて受付中）
　　　＊当日の持ち物があります。　

■とちの実おはなし会
　日時　４月13日（土）　15：00～
　場所　図書館内

■４月の休館日
　１日（月）・８日（月）・15日（月）
　22日（月）・26日（金）・30日（火）

■移動図書館車の巡回日
　Ａコース：水曜日【17日】
　Ｂコース：木曜日【18日】
　Ｃコース：金曜日【19日】
＊年間の巡回日程は、本誌公民館報に掲載していま
　す。

■春の読書週間
　期間　４月27日（土）～５月12日（日）
　　❀子ども向けの企画を予定しています。
　　　　お楽しみに！　　
　　❀雑誌リサイクル市
　　　　初日のみ、１人１タイトル１冊。
　　　　なくなり次第終了です。
　詳しくは館内チラシ等をご覧ください。

お
知
ら
せ

令和６年度児童扶養手当及び特別児童扶養手当等の手当額のお知らせ
■問合せ　教育委員会　こども課　子育て支援係　☎0267-86-2340

　ひとり親家庭等に支給される児童扶養手当および精神または身体に障がいのある児童を養育している家庭
に支給される特別児童扶養手当について、2023年全国消費者物価指数の実績値（対前年比＋3.2％）が公表
され、その結果令和６年度の手当額は、以下のとおりとなります。

■ひとり親家庭等に支給される児童扶養手当 ■精神または身体に障がいのある児童を養育してい
　る家庭に支給される特別児童扶養手当

お
知
ら
せ

手当月額
55,350円（＋1,650円）
36,860円（＋1,100円）

令和６年４月～
１級該当児童
２級該当児童

手当月額
45,500円（＋1,360円）
45,490円～10,740円
（＋1,360円～＋330円）
10,750円（＋330円）
10,740円～5,380円
（＋330円～＋170円）
6,450円（＋200円）
6,440円～3,230円

（＋200円～＋100円）

令和６年４月～
　　　全部支給
　　　一部支給
　　　

　　　全部支給
　　　一部支給
　　　

　　　全部支給
　　　一部支給

第
一
子

第
二
子

第
三
子
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　information

こどもセンターさくほっこからのお知らせ
■問合せ　佐久穂町こどもセンター　☎0267-86-2123

　さくほっこの行事は、全て予約制で実施しています。
■定員　各６～８組程度
■参加費　無料
■対象者　就学前のお子さんと保護者の方
■４月分の予約受付開始時間
　３月25日（月）９：00～

　

『さくほっこdeヨガ』
■日時　４月17日（水）
　　　　第１部　10：00～10：40
　　　　第２部　10：50～11：30
■場所　こどもセンターさくほっこ　ホール３
　ヨガで体をほぐしましょう♪持ち物は、水分、タ
オル、持っている方はヨガマットです。お子さんは
スタッフが見守ります。運動のできる服装でご参加
ください。

『さくほっこdeリトミック』
■日時　４月23日（火）
　　　　乳児の部　10：00～10：45
　　　　幼児の部　11：00～11：45
■場所　こどもセンターさくほっこ　ホール３
　音楽に合わせて体を動かします。動きやすい服装
でお越しください。

■行事予約方法について
◎佐久穂町公式ＬＩＮＥからお申込みください。
◎予約開始日は、毎回前月25日９時からです。
◎定員に達し次第、キャンセル待ちをこどもセンタ
　ー窓口または電話で受付けます。
◎ご不明な点は、お問い合せください。

『よみきかせ＆おたんじょう会』
■日時　４月25日（木）
　　　　10：00～　手形アート作り（お誕生児のみ）
　　　　10：30～　よみきかせとお誕生会
■場所　こどもセンターさくほっこ　ホール３
　予約が満席となり、お誕生児で予約できなかった
場合にはこどもセンターまでご連絡ください。お誕
生児以外も参加できます。みんなでお祝いしましょ
う。

※こどもセンターさくほっこプレイルーム開館時間
・平　日　９：00～17：00
・土曜日　９：00～13：00
　親子で過ごす居場所として、乳幼児～未就学児を
対象に開館しています。妊婦さんの来館も大歓迎で
す。お気軽にご来館ください。

行事の詳細

農地の取得の条件が変わっています。
最近、『遺言書をつくっておけばよかった』
　　　　　　という相談が多くなっています。
　遺言書のご相談・家系図作成
　相続手続・農地の売買、契約書の作成

竹内達朗行政書士事務所　☎ 0267-86-3717　FAX 86-3727
info@anshinsouzoku.com 

令和６年
４月の
相談会

日時：４月11日（木）・25日（木）
　　　午前10時～12時
場所：茂来館２階　　

４月21日（日）午後２時～４時
茂来館１階中会議室
感染症予防のため20名限定で行います。

予約
不要

申し込み・
お問い合わせ
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令和６年度　手話奉仕員養成講座受講者募集のお知らせ
■問合せ　佐久広域連合　障害者相談支援センター　☎0267-63-5177

お
知
ら
せ

令和６年度コミュニティ提案型まち活性化事業補助金の事業募集
■問合せ　総合政策課　政策推進係　☎0267-86-2553 

　町では、コミュニティ団体が主体となり企画実施
する「まち活性化事業」に対し、補助金を交付して
います。
　皆さまのこれまでの経験や保有する人脈、蓄積さ
れたノウハウ等を活かした事業提案をお待ちしてい
ます。
■令和６年度募集事業
　補助の対象となる事業かどうかまずは事前相談を
お願いします。※相談日時要予約
①事前相談　４月８日（月）～４月26日（金）
②事業提案　４月30日（火）～５月９日（木）
※詳細はホームページ掲載の「募集の手引き」をご
　覧ください。
■補助の種類

■対象事業
　住民５人以上が構成員となっているコミュニティ
団体が「まち活性化」のために主体的に取り組む事
業で、新規に取り組むもの、または既存の事業に付
加価値を付け発展的に実施する事業
（１）公共的な課題の解決もしくは地域の再生・活
　　　性化のため実施する事業
（２）既存の「コミュニティ」「住民の絆」「地域
　　　資源」「歴史文化」等を掘り起し、普及、継
　　　承、発信する事業
（３）コミュニティをけん引する人材、未来のコミ
　　　ュニティを担う人材を育成する事業
（４）新たなコミュニティの創出に寄与する事業
（５）区または常会が行う集落の将来計画策定事業

　手話奉仕員養成講座〈入門課程〉受講者募集のお
知らせ

☆手話を基礎から学べる講座です☆
〈入門課程〉
■期　日　令和６年５月15日（水）～10月２日（水）
　　　　　毎週水曜日（８月14日は除く）　全20回

■時　間　午後７時～８時30分まで
　　　　　（講座によっては９時）

■場　所　佐久市福祉総合センター
　　　　　（佐久市猿久保249-２）

■対　象　・佐久地域に居住または勤務されている方
　　　　　・全課程出席できる方

■内　容　厚生労働省カリキュラムによる、講義及
　　　　　び手話実技表現・基本文法等

■受講料　3,000円（別途テキスト代3,300円）

■定　員　20名（定員になり次第締め切ります）

■申込期間　令和６年４月16日（火）
　　　　　　　　　～４月22日（月）
　　　　　　午前８時30分～午後５時
　　　　　　（土・日曜、祝日を除く）

◆お申込み・お問い合わせ先
　佐久広域連合　障害者相談支援センター
　電話：0267-63-5177（土・日曜、祝日を除く）

お
知
ら
せ

補助率
10／10以内
1／2以内
10／10以内

部 門
チャレンジ部門（新規設立団体向け）
ステップアップ部門（既存団体向け）

集落部門（区、常会向け）

上限
20万円
20万円
５万円



　information

お
知
ら
せ

■問合せ　長野県環境部ゼロカーボン推進室
　　　　　☎026-235-7179

野立て太陽光発電を行う
事業者の皆様へ

　令和６年４月以降、長野県内に地上設置型の太陽
光発電施設（出力10kW以上。建築物の屋根、屋上
等に設置されるものを除く。）を新たに設置する場
合は、許可申請、届出などの手続が必要になる場合
があります。また、既に運転中の施設や工事中の施
設についても、届出等が必要になる場合があります。

■お問合せ先
　長野県環境部ゼロカーボン推進室
　電話　026-235-7179
　電子メール　taiyoko-jorei@pref.nagano.lg.jp
　長野県ホームページ

お
知
ら
せ

■問合せ　佐久水道企業団　総務課庶務係
　　　　　☎0267-62-1290

令和７年４月採用佐久水道企業団
職員採用試験

■試験区分　上級
■職　　種　技術職（土木・建築・電気・機械・化
　　　　　　学・情報）又は行政職
■採用予定人数　若干名
■第一次試験日　令和６年７月14日（日）
■試験会場　佐久水道企業団
■必要書類
・試験申込書
　（試験申込書は佐久水道企業団総務課窓口で交付）
・最終学校の学業成績証明書
・卒業証明書又は卒業見込証明書
・受験票の返送用封筒
　（長形３号、84円切手貼付、返送先記入）
■受付期間：令和６年５月７日（火）～
　　　　　　令和６年５月31日（金）必着
※受験資格、試験内容等の詳細は佐久水道企業団ホ
　ームページをご覧ください。

お
知
ら
せ

佐久穂町公式ＬＩＮＥ友だち募集！
■問合せ　総合政策課　情報政策係　☎0267-86-2553
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地域おこし協力隊員コラム地域おこし協力隊員コラム

　こんにちは、昨年10月から佐久穂町に地域おこし協力隊として着任いたしまし
た、酒巻鮎子です。大学3年生だった、20歳の時に血液のがんになってから、も
う17年ほど経ちました。毎日たまたま地球に生きている気分で「今日はどんなこ
とがあるかなあ？」と思いながら暮らしています。
　今や２人に１人ががんを患う時代と言われていますが、実際に医者から「あー
これはがんですね」と言われた時はまさに「ガーン！」という感じで、相当な衝
撃がありました。病気の治療は、当時標準治療とされていた抗がん剤と放射線治
療でお医者さんにお任せしているだけでよかったのですが、生まれて初めて自分
ごととして「死ぬかもしれない」と感じた時の心は全く平穏ではありませんでし
た。大学にはがんになっている友達なんていなかったし、親もその時はがんにな
った経験もなく、子どもである私の方が先に死ぬかもしれない中で、自分の悩み
や心を最も悲しませたくない親に打ち明けることはできませんでした。自分の心
に寄り添えるのは自分自身と、本くらいのもので非常に孤独。治療中は時間がた
くさんあったので、体調がいい時には本に救いを求めました。その時に出会った
本のひとつがエリザベス・キューブラー・ロスの『死ぬ瞬間』という本。エリザ
ベス・キューブラー・ロスは「死」に関する科学的な認知を切り開いた精神科医
（終末期研究の先駆者）として、人類史に名を残している人物です。彼女が唱え
た、死の受容までの５つのプロセスは①否認と孤立→②怒り→③取引→④抑うつ
→⑤受容というもので、私もほぼこの通りのプロセスを歩み、自分だけが辛いの
ではないのだと励まされました。私の心の歩みは、治療の進度とは関係が薄く、
標準治療が完了した後も長らく辛い時期が続きました。20歳という社会に出る直
前の時期だったこともあってか、自分は社会的に無価値な人間だという思いは、
ずっと後になるまで消えませんでした。
　私は今でこそ、⑤受容のようなものを迎え、病になる前の価値観から全く異な
る価値観に転換しており、自身のことをとても幸福な人間だと思っています。こ
の過程は人により様々で、エリザベスから現代に至るまで、より緻密に様々な分
野・角度から研究されています。病気によっても異なるようですが、価値観の転
換に至る人は大体50%程度。そしてなぜ価値観が転換できる人と、できない人が
いるのかは現在でも研究中で未解明だそう。私が「病気になってよかった」と思
えたのは運が良かっただけとも言えます。生き延びていなかったら、受容の前に
死んでいたでしょう。自身のこんな経験が原動力になって、あなたや、あなたの
周りの病気や障がい・様々な困難で苦しんでいる人に何かできることはないだろ
うか？どんな人でも無価値だなんてことはない、という思いで、健康福祉課の協
力隊として日々駆け回っています！町のどこかで出逢えたら、どうぞよろしくお
願いします。

地域おこし協力隊　酒巻　鮎子

大学生でガンになって　私の中で起こった変化

広報
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編集・発行　佐久穂町公民館 〒384-0503 長野県南佐久郡佐久穂町大字海瀬 2570　 TEL.0267-86-2041 FAX.0267-86-2939

館報さくほ
図書館だより 佐久穂町図書館（℡0267-86-7020） 

＊本を借りるときは、利用者カードが必要です。（佐久穂町図書館と共通のカードです）
＊カードの作成には申込書への記入と身分証明書等の提示が必要です。
　カードのお渡しが次の巡回日になりますが、移動図書館車でも作ることができます。
　本人及び住所確認ができるもの(免許証・保険証等）をご持参願います。
＊貸出冊数は１人５冊までです。
＊返却日は、次の巡回日になります。佐久穂町図書館へも返却できます。
＊返却のみの利用も可能です。
＊読みたい本のリクエストがありましたら、お気軽にお声がけください。
＊電話での本の予約・リクエストをお受けします。
＊ご不明な点がありましたら、佐久穂町図書館へご連絡ください。

※天候等により停車時間が前後する場合がありますのでご了承ください。また、荒天のときは巡回を中止する場合が
　あります。

令和６年４月
～令和７年３月移動図書館車巡回日程

八千穂保育園
佐久療護園
愛の郷・グループホーム
千曲園
筆岩　旧集乳所
穴原公民館
陽だまりの家　宮前
しらかば社会体育館
こどもセンター
佐久穂町役場
かさなり
川久保集落センター
旧JA佐久浅間大日向支所
栄保育園
愛の郷・特養
陽だまりの家　海瀬
城山公民館
マルヒデ上区店
羽黒下駅
花岡公民館

1
1
2
3
4
5
6
7
1
2
3
4
5
6
1
2
3
4
5
6

（火）

（水）

（木）

（金）

15：40～16：00
10：10～10：40
10：45～11：00
13：35～14：05
14：35～14：50
15：05～15：20
15：30～15：45
15：50～16：10
10：35～11：30
12：40～13：10
13：20～13：35
13：40～14：00
14：10～14：20
15：40～16：00
10：30～11：00
13：30～13：40
13：50～14：05
14：15～14：30
14：40～14：55
15：35～15：50

12日
19日

13日
27日

14日
21日

12日

13日

14日

15日

16日

17日

４日
18日

５日
19日

６日
20日

６日
20日

７日
21日

８日
22日

２日
16日

３日
17日

４日
18日

４日
18日

５日
19日

６日
20日

７日
21日

８日
22日

９日
23日

３日
17日

４日
18日

５日
19日

５日

６日

７日

８日
22日

９日
23日

10日
24日

17日

18日

19日

巡回場所No.コース 時間 ３月２月１月12月11月10月９月８月７月６月５月４月

毎週（都合によりお休みする場合があります）

育児相談日（※図書館休館日は巡回しません）

毎週（都合によりお休みする場合があります）

A
コ
ー
ス
　
　
　
　
　
　
　
B
コ
ー
ス
　
　
　
　
　 
C
コ
ー
ス

ご
利
用
方
法

お近くに
巡回ステーションがない場合は、
図書館までお電話ください。
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令和６年度 佐久穂町公民館等行事予定表

宮田三郎木版画展（３/30～４/14）、公民館運営審議会（未定）
ウォーキング教室（14日）、第１回分館長会議（18日）、奥村土牛記念美術
館リニューアルオープン（20日）
春の読書週間・雑誌リサイクル他（４/27～５/12）
こども公民館開講（11日、18日、19日）、ウォーキング教室（19日）

分館対抗・交流ソフトボール大会（２日）、第１回人権同和教育協力員講座
（未定）
わくわくチャレンジ教室（16日）、第１回文化芸術講座 伊藤純郎氏（16日）
さくほスタインベルクピアノ平沢匡朗コンサート（23日）、ウォーキング教
室（23日）、ブックスタート「絵本を歌おう」コンサート（30日）、町民ゴ
ルフ大会（30日）
第２回人権同和教育協力員講座（未定）、分館対抗・交流バレーボール大会
（７日）、美術館第101回作品展示替（８日）
わくわくチャレンジ教室（13日）、さくほスタインベルクピアノ倉澤尚輝コ
ンサート（14日）
ウォーキング教室（21日）、さかな釣り教室（21日）、第１回むかたん一般
公開（27日）、こども劇場（28日）
美術館（８月は無休で開館）、茂来館夏まつり（４日）、わくわくチャレン
ジ教室（10日）、とちの実おはなし会スペシャル（10日）
二十歳を祝う会（15日）、第３回人権同和教育協力員講座（未定）、職場交
流スポーツ大会（18日）
ウォーキング教室（25日）、第２回文化芸術講座 上原美次氏（未定）
読書推進講座（未定）、わくわくチャレンジ教室（７日）、さくほスタイン
ベルクピアノ小池芳子ソプラノリサイタル（８日）
ウォーキング教室（15日）
第１回人権同和教育推進員講座（未定）、第１回人権同和教育実践分館研修
会 穴原分館/上区第２分館（未定）
スポーツDAY（12日）、第２回むかたん一般公開（19日）、町民ハイキング
（20日）、第２回人権同和教育推進員講座（未定）、第３回文化芸術講座（未定）
佐久穂町文化祭（２～４日）、假屋崎省吾花育講座（佐久穂小５年生、１日）、
假屋崎省吾氏華展：美術館内（２～10日）、秋の読書週間（２～10日）、わ
くわくチャレンジ教室・スマイルボーリング（９日）、北沢の大石棒レプリ
カ建立式（10日）
スタインベルクピアノリレーコンサート（17日）、美術館第102回作品展示
替（18日）
第３回人権同和教育推進員講座（未定）、第２回人権同和教育実践分館研修
会 穴原分館/上区第２分館（未定）、歌唱教室開講（30日）
わくわくチャレンジ教室（８日）、第４回文化芸術講座（未定）、わら細工
教室（８日）
とちの実おはなし会スペシャル（14日）、さくほスタインベルクピアノ鐵 百
合奈クリスマスコンサート（15日）、第２回分館長会議（19日予定）
親と子のスキー教室（22日）、第４回文化芸術講座（未定）
誰でも学べる古文書教室開講（１月～３月未定）
さくほスタインベルクピアノ犬飼新之介コンサート（19日）
歌唱教室発表会（25日）、芸能鑑賞会（26日予定）
冬の読書週間・本のリサイクル市（未定）、分館対抗・交流ラージボール卓
球大会（９日）
第５回文化芸術講座（未定）、茂来館冬まつり（16日）
町民ソフトバレーボール大会（９日）
さくほスタインベルクピアノ福本純也ほっとジャズコンサート（15日）
宮田三郎木版画展（３月下旬～４月中旬）

※上記予定は４月開催の公民館運営審議会・分館長会議等で正式に決定されます。日程等変更の際はご容赦ください。

花苗配布（未定）
環境美化運動（26日）
粗大ごみ収集（８日）

総合防災訓練（未定）

粗大ごみ収集（12日）
八千穂高原紅葉祭（13日）

消防団出初式（11日）

第18回人権フェスティバ
ルin佐久穂（２日予定）

４月

５月

６月

７月

８月

９月

10月

11月

12月

１月

２月

３月

町の主な行事生涯学習課・公民館・図書館・美術館・むかたん行事予定時期
上旬

中旬

下旬
中旬
下旬

上旬

中旬

下旬

上旬

中旬

下旬

上旬

中旬

下旬

上旬

中旬

下旬

中旬

上旬

中旬

下旬

上旬

中旬

下旬
上旬
中旬
下旬

上旬

中旬
上旬
中旬
下旬

月

✿茂来館は開館20周年を迎えます
✿奥村土牛記念美術館は耐震工事を終えリニューアルオープンします

館 報 さ く ほ 令和６年３月14日（15）第113号



あ
い
さ
つ
で
地
域
を
温
か
く

　
佐
久
穂
小
学
校
６
年
１
組

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
み
や
ざ
き　
　
　

あ
い
な　

　
　
　
　
　
　
　
　
宮
﨑　
愛
菜

く
れ
て
い
て
、
来
た
お
客
さ
ん
は
無
料
で

ご
飯
が
食
べ
ら
れ
ま
す
。
こ
ど
も
食
堂
の

方
は
こ
ん
な
こ
と
を
言
っ
て
い
ま
し
た
。

「
お
金
は
か
か
る
け
ど
、
来
て
く
れ
る
お

客
さ
ん
の
笑
顔
が
見
ら
れ
る
と
一
番
う
れ

し
い
」
と
言
っ
て
い
ま
し
た
。
私
は
、
笑

顔
や
明
る
い
あ
い
さ
つ
は
、
人
の
心
を
温

か
く
し
て
く
れ
る
ん
だ
な
ぁ
と
思
い
ま
し

た
。

　
「
信
号
機
の
な
い
横
断
歩
道
で
の
車
の

停
止
率
」
が
、
長
野
県
は
８
年
連
続
１
位

と
い
う
ニ
ュ
ー
ス
を
見
ま
し
た
。
理
由
は
、

歩
行
者
は
手
を
あ
げ
る
だ
け
で
な
く
、
止

ま
っ
て
く
れ
た
運
転
手
さ
ん
に
お
じ
ぎ
を

す
る
と
い
う
こ
と
が
伝
統
と
な
っ
て
い
る

こ
と
が
挙
げ
ら
れ
て
い
ま
し
た
。
私
は
、

学
校
で
「
車
に
止
ま
っ
て
も
ら
っ
た
ら
お

じ
ぎ
を
し
な
さ
い
」
と
教
わ
っ
た
わ
け
で

は
あ
り
ま
せ
ん
が
、
上
級
生
が
お
じ
ぎ
を

し
て
お
礼
の
あ
い
さ
つ
を
し
て
い
る
の
を

見
て
、
自
然
と
同
じ
よ
う
に
し
て
い
ま
し

た
。
家
族
に
こ
の
話
を
し
た
ら
、
子
ど
も

達
か
ら
お
じ
ぎ
を
し
て
も
ら
う
と
、
「
温

か
い
気
持
ち
に
な
る
し
、
止
ま
っ
て
あ
げ

て
良
か
っ
た
な
、
次
も
他
の
人
に
止
ま
っ

て
あ
げ
た
い
な
」
と
感
じ
る
そ
う
で
す
。

自
然
に
し
て
い
た
横
断
歩
道
で
の
お
じ
ぎ

が
、
地
域
の
人
た
ち
の
心
を
温
か
く
し
た

　
あ
る
時
、
私
は
学
校
の
昇
降
口
に
は
っ

て
あ
っ
た
チ
ラ
シ
を
見
ま
し
た
。
そ
こ
に

は
、
「
こ
ど
も
食
堂
」
と
書
い
て
あ
り
、

他
に
も
メ
ニ
ュ
ー
や
場
所
、
日
付
な
ど
が

書
い
て
あ
り
ま
し
た
。
何
だ
ろ
う
と
思
い

行
っ
て
み
ま
し
た
。
す
る
と
「
い
ら
っ
し

ゃ
い
」
と
優
し
く
温
か
い
声
が
し
ま
し
た
。

ご
飯
を
食
べ
さ
せ
て
も
ら
い
、
お
土
産
も

く
れ
ま
し
た
。
「
ま
た
来
て
ね
」
と
言
わ

れ
て
、
私
は
心
が
温
か
く
な
り
ま
し
た
。

だ
れ
で
も
気
軽
に
行
け
る
場
所
な
ん
だ
な

あ
と
思
い
ま
し
た
。
１
年
後
、
私
は
こ
ど

も
食
堂
新
聞
を
書
く
こ
と
に
し
ま
し
た
。

も
う
一
度
こ
ど
も
食
堂
に
行
っ
て
取
材
を

し
ま
し
た
。
こ
の
日
は
手
打
ち
ラ
ー
メ
ン

を
作
っ
て
く
れ
ま
し
た
。
と
て
も
美
味
し

か
っ
た
で
す
。
手
打
ち
ラ
ー
メ
ン
を
作
る

お
金
は
全
部
こ
ど
も
食
堂
の
方
が
払
っ
て

　
今
年
も
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
が
開
催
さ
れ

多
く
の
参
加
者
で
賑
わ
い
ま
し
た
。

　
茂
来
館
の
一
般
ギ
ャ
ラ
リ
ー
で
は
、
町

内
各
学
校
で
取
組
ま
れ
て
い
る
人
権
に
か

か
わ
る
標
語
作
品
や
活
動
報
告
の
展
示
、

小
諸
養
護
学
校
ゆ
め
ゆ
り
の
丘
分
教
室
の

紹
介
な
ど
を
行
い
ま
し
た
。

　
ま
た
、
人
権
擁
護
委
員
の
方
や
町
防
犯

協
会
女
性
部
の
皆
様
に
よ
る
啓
発
活
動
や

佐
久
穂
町
企
業
人
権
同
和
教
育
推
進
協
議

会
所
属
36
事
業
所

の
ご
協
力
に
よ
り
、

会
場
内
で
同
じ
く
、

人
権
啓
発
活
動
を

行
い
標
語
入
り
の

飴
を
配
布
し
ま
し

た
。

　
当
日
、
メ
リ
ア
ホ
ー
ル
に
お
い
て
発
表

さ
れ
ま
し
た
宮
﨑
愛
菜
さ
ん
・
吉
冨
暖
人

さ
ん
・
石
田
晃
士
郎
さ
ん
・
井
出
和
秀
さ

ん
の
人
権
作
文
を
ご
紹
介
し
ま
す
。

人
権

フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル

　
　 
in 
佐
久
穂

館 報 さ く ほ令和６年３月14日 第113号（16）

り
、
全
国
１
位
の
停
止
率
に
つ
な
が
っ
て

い
た
こ
と
に
お
ど
ろ
き
ま
し
た
。
私
は
佐

久
穂
小
学
校
児
童
会
の
あ
い
さ
つ
運
動
を

１
年
間
し
て
き
ま
し
た
が
、
こ
の
町
が
笑

顔
や
明
る
い
あ
い
さ
つ
で
あ
ふ
れ
る
温
か

い
地
域
に
な
る
よ
う
に
、
こ
れ
か
ら
も
だ

れ
に
で
も
明
る
く
あ
い
さ
つ
を
し
て
い
き

た
い
と
思
い
ま
す
。

佐久穂小学校児童の皆さんの標語作品虹を描いた作品が多く見られました

第
17
回



「人権の花」運動を実施しました

一
言
で
ま
と
め
ら
れ
る
正
解
が
な
い
。
だ

か
ら
探
し
続
け
る
必
要
が
あ
る
。
こ
う
い

う
自
分
自
身
の
考
え
に
最
後
行
き
つ
き
ま

し
た
。 

　
つ
ま
り
、
私
が
思
う
人
権
と
は
「
人
が

過
ご
し
や
す
い
た
め
、
人
ら
し
く
生
き
る

た
め
に
作
ら
れ
た
も
の
」
だ
と
思
い
ま
す
。

人
権
の
花
と
い
う
イ
ベ
ン
ト
で
花
を
育
て

ま
し
た
が
、
そ
の
時
に
私
は
「
人
権
と
い

う
一
つ
の
課
題
を
、
花
を
育
て
る
と
い
う

一
つ
の
ア
ク
シ
ョ
ン
か
ら
学
ぶ
こ
と
が
で

き
た
」
と
感
じ
ま
し
た
。
今
回
こ
の
作
文

を
書
く
機
会
を
い
た
だ
い
て
人
権
に
つ
い

て
考
え
て
み
て
、
「
そ
の
時
に
感
じ
た
も

の
を
改
め
て
実
感
し
た
な
。
」
と
思
い
ま

す
。
人
権
に
つ
い
て
は
、
一
度
考
え
て
終

わ
り
、
で
は
な
く
、
日
常
の
中
で
、
何
度

も
、
何
度
も
考
え
て
い
く
べ
き
な
の
で
は

な
い
か
と
思
い
ま
す
。 

　
最
後
に
、
だ
か

ら
こ
そ
自
分
は
、

こ
れ
か
ら
も
〝
完

全
な
正
解
が
な
い
〞

と
思
う
人
権
に
取

り
組
め
て
い
け
た

ら
い
い
な
と
深
く
、

強
く
、
感
じ
て
い

ま
す
。

で
す
。
こ
ち
ら
の
意
味
も
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ

ト
で
調
べ
て
み
た
結
果
、「
人
間
が
本
来
持

つ
権
利
を
、
暴
力
や
権
力
に
よ
っ
て
、
無

視
し
た
り
、
侵
し
た
り
す
る
事
」
と
の
こ

と
。（
g
o
o
辞
書
よ
り
抜
粋
）
こ
ち
ら
の

文
章
の
「
暴
力
や
権
力
に
よ
っ
て
無
視
し

た
り
、
侵
し
た
り
す
る
事
」
と
い
う
部
分
。 

　
こ
う
い
う
言
葉
が
あ
る
と
し
た
ら
、
こ

の
世
の
中
で
は
、
そ
の
「
人
権
蹂
躙
」
が

あ
り
ふ
れ
た
こ
と
に
な
っ
て
し
ま
っ
て
い

る
と
思
い
ま
す
。
い
や
、
あ
り
ふ
れ
て
い

る
を
超
え
、
今
こ
の
瞬
間
、
こ
の
世
の
中

で
人
権
蹂
躙
が
起
き
て
い
る
と
思
い
ま
す
。

も
し
か
し
た
ら
僕
も
そ
の
言
葉
に
当
て
は

ま
る
こ
と
を
や
っ
て
い
る
ん
じ
ゃ
な
い
の

か
。
「
言
葉
の
暴
力
」
を
使
っ
て
、
誰
か

を
傷
つ
け
て
い
る
の
で
は
な
い
か
。
だ
と

し
た
ら
言
っ
て
し
ま
っ
た
相
手
に
と
て
も

悪
い
こ
と
を
し
て
し
ま
っ
た
な
と
猛
省
し

ま
し
た
。 

　
人
権
を
踏
み
躙
る
の
は
良
く
な
い
し
、

で
も
各
々
の
「
人
権
と
は
何
」
か
が
あ
る

か
ら
、
お
互
い
に
そ
れ
を
尊
重
し
な
い
と

い
け
な
い
し
。
人
権
の
正
解
っ
て
な
ん
だ

ろ
う
と
考
え
ま
し
た
。
自
分
の
人
権
。
相

手
の
人
権
。
そ
こ
に
は
違
い
や
隔
た
り
が

あ
る
。
そ
れ
で
も
お
互
い
の
人
権
は
侵
害

し
て
は
な
ら
な
い
。
人
権
と
は
何
か
に
は
、

私
が
思
う
「
人
権
」
と
は

　
大
日
向
小
学
校
６
年
ピ
ン
ク
組

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
よ
し
と
み　
　
　

は
る
と　

　
　
　
　
　
　
　
　
吉
冨　
暖
人

　
私
は
、
人
権
と
は
「
人
が
過
ご
し
や
す

い
よ
う
に
、
人
ら
し
く
生
き
る
た
め
に
作

ら
れ
た
も
の
」
で
あ
り
、
「
人
が
も
つ
権

利
」
だ
と
思
い
ま
す
。 

　
世
の
中
で
使
わ
れ
て
い
る
意
味
で
の
人

権
と
は
ど
う
い
う
事
な
の
か
。
イ
ン
タ
ー

ネ
ッ
ト
で
も
調
べ
て
み
ま
し
た
。
す
る
と
、

こ
う
書
い
て
あ
り
ま
し
た
。
「
人
が
人
と

し
て
、
社
会
の
中
で
、
自
由
に
考
え
、
自

由
に
行
動
し
、
幸
福
に
暮
ら
せ
る
権
利
」

（
秦
野
市
役
所
H
P
か
ら
抜
粋
）
こ
の
文

章
を
み
て
私
は
こ
う
解
釈
し
ま
し
た
。「
人

が
人
ら
し
く
生
き
る
権
利
の
総
称
」
と
。 

　
そ
し
て
、
そ
の
「
人
権
」
を
侵
害
す
る

こ
と
の
こ
と
を
「
人
権
蹂
躙
」
と
い
う
ら

し
い
で
す
。
最
初
は
読
み
方
が
よ
く
わ
か

り
ま
せ
ん
で
し
た
が
、
こ
の
言
葉
の
読
み

方
は
「
じ
ん
け
ん
じ
ゅ
う
り
ん
」
ら
し
い

あ
け
ぼ
の
学
習
で
学
ん
だ
こ
と

　
佐
久
穂
中
学
校
８
年
２
組

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
い
し
だ　
　
　
こ
う
し
ろ
う　

　
　
　
　
　
　
　
石
田　
晃
士
郎

　
僕
は
、
中
学
校
で
あ
け
ぼ
の
学
習
を
し

ま
し
た
。
あ
け
ぼ
の
学
習
で
は
、
僕
ら
の

班
は
、
バ
リ
ア
フ
リ
ー
に
つ
い
て
学
び
ま

し
た
。
僕
は
、
バ
リ
ア
フ
リ
ー
に
つ
い
て

は
、
具
体
的
に
知
っ
て
い
る
つ
も
り
で
し

た
が
、
こ
の
学
習
を
始
め
た
ら
、
新
し
い

世
界
が
見
え
て
く
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

　
学
習
の
中
身
は
、
主
に
、「
バ
リ
ア
フ
リ

ー
で
世
界
中
の
人
々
が
生
き
て
い
る
」
と

い
う
内
容
で
し
た
。
今
回
は
、
角
谷
美
由

紀
さ
ん
に
つ
い
て
調
べ
て
み
ま
し
た
。
角

谷
美
由
紀
さ
ん
は
、
盲
導
犬
を
使
い
生
活

し
て
い
ま
す
。
僕
の
近
く
に
は
、
盲
導
犬

を
使
っ
て
い
る
人
を
見
か
け
ま
せ
ん
。
僕

は
、
あ
ま
り
盲
導
犬
を
使
っ
て
い
る
人
は

い
な
い
ん
じ
ゃ
な
い
か
と
思
っ
て
い
ま
し

た
。
で
も
、
調
べ
て
み
る
と
、
何
万
人
と

い
う
人
々
が
盲
導
犬
を
使
用
し
て
い
る
こ
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そ
の
ま
ま
の
自
分
で
挑
戦
す
る

　
大
日
向
中
学
校
１
年
ノ
ホ
ロ
組

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
い　

で　
　
　

か
ず
ひ
で

　
　
　
　
　
　
　
　
井
出　
和
秀

と
が
わ
か
り
ま
し
た
。
角
谷
美
由
紀
さ
ん

も
そ
の
中
の
一
人
で
す
。
角
谷
美
由
紀
さ

ん
は
、
盲
導
犬
の
「
イ
リ
ー
」
と
一
緒
に

生
活
し
て
い
ま
す
。
角
谷
さ
ん
に
よ
る
と
、

「
ハ
ー
ネ
ス
を
付
け
て
い
る
犬
に
は
触
ら

な
い
、
声
を
か
け
な
い
、
食
べ
物
を
与
え

な
い
こ
と
で
す
。
イ
リ
ー
が
仕
事
に
集
中

で
き
る
よ
う
に
、
あ
た
た
か
な
無
視
を
お

願
い
し
ま
す
。
」
と
の
こ
と
で
す
。
角
谷

美
由
紀
さ
ん
は
、
自
分
の
た
め
に
も
、
イ

リ
ー
の
た
め
に
も
皆
さ
ん
に
あ
た
た
か
な

無
視
を
し
て
ほ
し
い
と
願
っ
て
い
ま
す
。

　
ま
た
、
角
谷
美
由
紀
さ
ん
は
、
イ
リ
ー

が
来
た
こ
と
に
よ
っ
て
「
さ
あ
、
こ
れ
で
、

ど
こ
へ
で
も
行
け
る
、
こ
ん
な
こ
と
も
で

き
る
。
」
と
明
る
い
希
望
を
も
っ
て
い
ま

し
た
。
前
か
ら
行
っ
て
み
た
か
っ
た
日
帰

り
温
泉
に
行
き
ま
し
た
。
た
だ
し
、
「
盲

導
犬
と
の
同
伴
で
の
ご
利
用
は
遠
慮
し
て

い
た
だ
き
た
い
」
と
の
こ
と
で
し
た
。
僕

も
、
温
泉
に
行
く
と
き
に
、
盲
導
犬
を
見

ま
し
た
。
そ
の
時
に
は
、
何
の
こ
と
も
な

く
温
泉
に
入
っ
て
い
ま
し
た
。
角
谷
さ
ん

の
行
っ
た
温
泉
で
の
対
応
が
違
っ
た
の
か

不
思
議
に
思
い
ま
し
た
。
日
本
に
は
、「
身

体
障
が
い
者
補
助
犬
法
」
と
い
う
も
の
が

あ
り
ま
す
。
こ
の
法
律
は
、
角
谷
美
由
紀

さ
ん
の
よ
う
な
人
が
、
様
々
な
施
設
に
入

場
で
き
る
こ
と
が
決
ま
っ
て
い
ま
す
。
そ

れ
で
も
、
こ
う
し
て
拒
否
さ
れ
て
い
る
現

実
に
大
変
残
念
と
語
っ
て
い
ま
す
。
後
日
、

こ
の
温
泉
に
安
心
し
て
入
場
す
る
こ
と
が

で
き
ま
し
た
が
、
角
谷
美
由
紀
さ
ん
は
、

「
一
刻
も
早
く
、
こ
の
法
律
が
、
社
会
に

浸
透
し
、
多
く
の
障
が
い
者
が
、
パ
ー
ト

ナ
ー
で
あ
る
盲
導
犬
な
ど
と
一
緒
に
様
々

な
施
設
を
安
心
し
て
利
用
で
き
る
世
の
中

に
な
る
と
い
い
な
と
思
い
ま
す
。
」
言
っ

て
い
ま
す
。

　
最
後
に
、
「
バ
リ
ア
フ
リ
ー
で
世
界
中

の
人
々
が
生
き
て
い
く
の
は
完
全
で
は
な

く
、
角
谷
美
由
紀
さ
ん
の
よ
う
に
拒
否
さ

れ
て
し
ま
う
と
い
う
現
実
が
あ
る
と
い
う

こ
と
を
実
感
し
な
が
ら
、
障
が
い
者
と
生

き
る
こ
と
を
当
た
り
前
の
よ
う
に
し
て
、

生
活
し
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
し
た
。　

　

　
小
学
六
年
生
の
頃
、
僕
は
中
学
受
験
に

挑
戦
し
ま
し
た
。
ニ
ュ
ー
ス
で
、
発
達
障

害
の
女
性
が
ス
タ
ン
フ
ォ
ー
ド
大
学
に
進

学
し
、
活
躍
し
て
い
る
こ
と
を
知
り
、
勇

気
を
も
ら
っ
た
か
ら
で
す
。
実
は
、
僕
も

小
学
校
低
学
年
の
頃
、
都
内
の
小
学
校
の

支
援
学
級
に
通
っ
て
い
ま
し
た
。
当
時
、

発
達
が
ゆ
っ
く
り
だ
っ
た
為
、
一
人
ひ
と

り
に
あ
っ
た
方
法
で
学
べ
る
環
境
が
必
要

だ
と
両
親
は
考
え
た
そ
う
で
す
。
受
験
勉

強
な
ん
て
し
て
こ
な
か
っ
た
し
、
苦
手
な

事
ば
か
り
の
僕
で
す
が
、
難
し
い
こ
と
で

も
諦
め
な
い
で
挑
戦
し
て
い
っ
た
ら
、
彼

女
の
様
に
周
り
の
人
を
元
気
に
で
き
る
の

で
は
な
い
か…
と
思
っ
た
の
で
す
。
そ
こ

で
、
自
分
で
学
校
を
見
つ
け
受
験
す
る
こ

と
に
な
り
ま
し
た
。

　
そ
ん
な
矢
先
、
あ
る
朝
、
父
が
、
突
然
、
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右
半
身
全
て
が
麻
痺
し
て
し
ま
い
、
ド
ク

タ
ー
ヘ
リ
で
救
急
搬
送
さ
れ
ま
し
た
。
脳

梗
塞
で
し
た
。
な
ん
と
か
命
は
助
か
り
ま

し
た
が
、
こ
れ
か
ら
ど
う
な
っ
て
し
ま
う

の
だ
ろ
う…

と
す
ご
く
不
安
で
一
杯
で
、

心
細
く
泣
い
て
し
ま
う
こ
と
も
あ
り
ま
し

た
。
僕
が
お
父
さ
ん
の
代
わ
り
に
な
っ
て
、

お
母
さ
ん
を
助
け
な
く
ち
ゃ
い
け
な
い
と

思
い
ま
し
た
。

　
父
が
倒
れ
た
中
で
、
本
当
な
ら
受
験
ど

こ
ろ
で
は
な
い
か
ら
諦
め
る
よ
う
に
、
と

言
わ
れ
る
よ
う
な
状
況
だ
っ
た
と
思
い
ま

す
。
そ
れ
で
も
、
そ
ん
な
大
変
な
中
、
と

こ
と
ん
挑
戦
さ
せ
て
く
れ
ま
し
た
。
６
年

間
、
勉
強
も
ほ
と
ん
ど
や
っ
て
こ
な
か
っ

た
の
で
、
母
も
大
日
向
小
学
校
の
先
生
達

も
、
僕
の
決
め
た
こ
と
を
大
切
に
、
物
凄

く
サ
ポ
ー
ト
し
て
く
れ
ま
し
た
。

　
そ
の
年
の
ク
リ
ス
マ
ス
の
夜
、
サ
ン
タ

さ
ん
に
手
紙
を
書
き
ま
し
た
。
欲
し
い
も

の
が
た
く
さ
ん
あ
っ
た
の
で
す
が
「
僕
は

な
に
も
要
ら
な
い
か
ら
、
お
父
さ
ん
の
右

手
を
動
く
よ
う
に
し
て
欲
し
い
」
と
。
そ

し
て
翌
日
、
入
院
中
の
父
と
話
し
て
い
た

ら
、
な
ん
と
、
右
腕
が
動
い
た
！
と
。
奇

跡
が
起
き
ま
し
た
。
き
っ
と
願
い
は
叶
う

！
と
信
じ
て
、
受
験
勉
強
も
頑
張
り
ま
し

た
。
で
も
、
結
果
は
、
不
合
格
で
し
た
。

佐久穂中学校生徒の皆さんの標語作品



た
ち
を
も
っ
と
幸
せ
に
で
き
る
サ
ー
ビ
ス

を
提
供
し
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。
昨
年
、

日
本
で
は
、
不
登
校
の
子
ど
も
た
ち
が
過

去
最
多
に
な
り
ま
し
た
。
主
な
原
因
は

「
い
じ
め
や
勉
強
の
遅
れ
」
と
言
わ
れ
て

い
ま
す
。
そ
の
た
め
、
進
学
や
就
職
が
難

し
く
な
っ
た
り
、
家
に
い
る
こ
と
で
、
誰

か
へ
自
分
の
こ
と
を
話
す
機
会
も
減
り
、

自
分
に
は
価
値
が
な
い
と
感
じ
る
こ
と
に

つ
な
が
っ
て
い
ま
す
。

　
実
は
、
僕
も
イ
ジ
メ
を
体
験
し
ま
し
た

し
、
勉
強
も
い
ま
だ
に
苦
手
で
す
。
で
も
、

い
つ
も
本
音
を
吐
き
出
さ
せ
て
く
れ
る
家

族
や
先
生
、
対
話
で
き
る
環
境
が
あ
っ
た

か
ら
救
わ
れ
ま
し
た
。
そ
こ
で
、
学
校
へ

行
か
な
く
て
も
、
オ
ン
ラ
イ
ン
上
で
、
先

生
や
友
達
が
い
て
、
今
日
の
気
持
ち
や

「
本
当
は
あ
の
時
、
こ
ん
な
風
に
言
い
た

か
っ
た
ん
だ
！
」
な
ど
、
自
分
の
本
音
が

言
え
る
場
所
を
作
り
た
い
で
す
。

　
字
を
書
く
の
が
下
手
で
、
毎
日
忘
れ
物

も
多
く
、
苦
手
な
こ
と
だ
ら
け
の
僕
で
す

が
、
そ
ん
な
僕
だ
か
ら
こ
そ
、
応
援
し
て

く
れ
る
人
た
ち
か
ら
パ
ワ
ー
を
も
ら
い
、

失
敗
を
お
そ
れ
ず
チ
ャ
レ
ン
ジ
し
続
け
る

こ
と
で
、
周
り
の
人
を
元
気
に
し
て
い
き

た
い
で
す
。

本
当
に
す
ご
く
悔
し
く
て
、
情
け
な
く
て

涙
が
出
ま
し
た
。

　
そ
ん
な
僕
に
、
母
が
こ
ん
な
風
に
言
っ

て
く
れ
ま
し
た
。

「
人
生
で
ど
れ
だ
け
凄
い
こ
と
を
成
し
遂

げ
た
の
か
よ
り
、
ど
れ
だ
け
多
く
を
誰
か

に
与
え
、
ど
れ
だ
け
多
く
の
人
生
に
接
し

た
か
。
誰
を
知
っ
て
い
る
か
よ
り
、
誰
の

心
の
中
に
い
る
か
。
ど
こ
ま
で
高
く
夢
を

実
現
し
た
か
よ
り
、
ど
れ
ほ
ど
あ
な
た
の

顔
が
輝
い
た
か
。
そ
れ
が
大
切
な
ん
だ
よ
」

と
。

　
い
ま
僕
は
大
日
向
中
学
に
通
い
、
自
分

ら
し
く
学
ぶ
こ
と
や
、
自
分
で
考
え
、
決

め
て
行
動
す
る
こ
と
、
対
話
を
大
切
に
す

る
イ
エ
ナ
プ
ラ
ン
の
環
境
の
中
、
先
生
達

や
保
護
者
に
い
つ
も
応
援
し
て
も
ら
い
、

様
々
な
体
験
が
で
き
て
幸
せ
で
す
。

　
父
は
無
事
に
退
院
で
き
た
の
で
す
が
、

右
腕
に
は
障
害
が
残
り
ま
し
た
。
そ
れ
で

も
諦
め
ず
に
、
左
腕
だ
け
で
プ
ロ
カ
メ
ラ

マ
ン
と
し
て
、
撮
影
の
仕
事
を
再
開
し
て

い
ま
す
。
僕
も
ま
た
次
の
夢
に
向
か
っ
て
、

出
来
な
い
理
由
を
考
え
る
の
で
は
な
く
、

出
来
な
い
か
ら
こ
そ
「
い
ま
」
を
大
切
に

チ
ャ
レ
ン
ジ
し
続
け
よ
う
と
決
め
ま
し
た
。

　
い
ま
、
僕
は
、
10
代
で
会
社
を
つ
く
る

夢
が
あ
り
ま
す
。
不
登
校
の
子
ど
も
や
親
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令和５年度

人権同和教育実践分館研修会を
終了しました。
　本年度、人権同和教育実践分館事業として、
上区第１分館の西沢友良分館長ならびに天神町
分館の出浦光浩分館長ご協力のもと、同地区公
民館において人権同和教育用ＤＶＤを視聴し、
研修と人権問題に対する意見交換会を各２回行
いました。
　また、人権フェスティバル㏌佐久穂への積極
的参加を呼び掛け、多種多様化する人権問題の
解消に向け、ご理解とご協力を深めていただき
ました。

上区第１分館
DVD視聴研修会

天神町分館
意見交換会

　昨年の11月からスタートした歌唱教室（全
７回）の発表会を１月13日（土）に開催しま
した。
　メリアホールで発表を行い、17名の参加者
がステージに立ちました。
　発表会には、ご家族や一般の来場者延べ30
人程の観客を迎え、発表者は観客を前にしな
がらも堂々と課題曲を歌いきり、発表を終え
た後には達成感で満ち溢れていました。
フイナーレは全員で「愛の花」を歌い、教室
を閉講しました。
　講師の山口万里子先生をはじめ２名の先生
方、そして参加者の
皆様お疲れ様でした。
来年度も11月下旬
から歌唱教室を実施
予定ですので、皆様
のご参加をお待ちし
ております。

「歌唱教室発表会」の開催「歌唱教室発表会」の開催

歌唱教室発表会



同
好
会
の作

品

や

の

短
歌
俳
句

コ
ー
テ
ィ
ン
グ
解
け
土
耳
古
桔
梗
の
一
ミ
リ
に
満
た
ぬ
命
の
芽
生
え
て
来
た
り

石
井
　
雪
子

大
雪
に
勤
め
の
合
間
を
馳
せ
来
た
り
雪
掻
き
二
本
た
ず
さ
え
て
子
は

市
川
エ
ツ
子

節
分
豆
何
時
頃
か
ら
か
落
花
生
拾
っ
て
食
む
に
は
実
に
よ
ろ
し
い狩

野
つ
る
子

雪
掻
き
は
庭
の
通
路
を
人
巾
だ
け
　
後
は
籠
れ
り
繭
の
ご
と
く
に菊

原
　
泰
子

十
年
前
の
大
雪
被
害
避
け
た
し
と
さ
ん
さ
ん
と
降
る
中
息
子
と
ハ
ウ
ス
ま
で

加
藤
　
京
子

温
暖
な
冬
と
言
わ
れ
た
は
ず
な
の
に
孫
達
の
風
邪
く
り
返
し
や
ま
ず

小
山
み
ち
子

ピ
ン
チ
も
チ
ャ
ン
ス
も
な
き
日
日
に
し
て
穏
当
と
ふ
言
葉
ふ
い
に
思
ひ
ぬ

篠
原
す
み
江

術
後
の
目
青
い
空
だ
よ
白
い
雲
ひ
か
り
溢
れ
て
ま
ぶ
し
い
世
界

高
見
沢
純
子

オ
ス
プ
レ
イ
佐
久
の
空
に
は
似
合
わ
な
い
官
邸
の
上
い
く
ら
で
も
飛
べ

西
沢
　
　
槙

追
手
風
部
屋
翔
猿
と
ふ
が
飛
ん
で
跳
ね
土
俵
に
も
華
　
あ
、
土
俵
下

中
島
　
雅
子

公
民
館
短
歌
会
　
樹
歌
会

　２月11日（日）に第19回分館対抗・交流ラ
ージボール卓球大会が、しらかば社会体育館
で開催されました。
　13分館13チームが３ブロックに分かれ熱戦
を繰り広げました。

１

２

３

４

５

宿岩

中央

高野町第１

大門高根

余地

順位 Ａブロック

四ツ谷

上畑

穴原

上区第２

Ｂブロック

畑ヶ中

高野町第３

千ヶ日向

八郡

Ｃブロック
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分館対抗・交流ラージボール卓球大会
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ハープメイツ和の音会

クラブキクチ

Team Hiroshi

koo～幸～

Tokkan  cozy
出浦ピアノ教室
八巻夢和さん

クヮルテット
ｇioia

　春のような暖かい日差しの中、24組の出演者によるステージ発表は、ハープの清々しい演奏から始まり・
ポップス・ピアノ・コーラス等、様々なジャンルやパフォーマンスの方々が集結し、町内外から会場を訪
れた延べ約1,000人を超える観覧者を魅了し楽しませてくれました。当日、マルシェやワークショップも
開催し、ご協力くださいました皆様も含め、心より感謝とお礼を申し上げます。ありがとうございました。
出演の一部をご紹介します。



館 報 さ く ほ令和６年３月14日 第113号（22）

深山流八千穂会・
こども公民館

ダンス・フォー・
エブリワン

魅惑の
ウクレレ団

上田城
甲冑隊

楽歌＆リーベ

星のメリア

郷土民謡千曲会

木田友美さん

ハッピー
レインボー

コーラス
フィオレンテ



エイサー
おんがくクラブ

令和６年３月14日（23）第113号

ワークショップも開催されました

アロハユウSEI

館 報 さ く ほ

ハーモニカおじさん

アイドルふくふく
クラブ

白樺舞踊団

コースターづくり

チョークアート

星のオーナメントづくり



だいくはら　やまと

大工原 和さん

●
取
材
・
文
／
中
村 

仁
（
ラ
イ
タ
ー
、
八
千
穂
高
原
在
住
）

第84回

2002年旧八千穂村生まれ。明星大学情
報学部３年生。八千穂小最後の卒業生で
佐久穂小中学校の第１期生。佐久長聖高
卒。小３のとき初めて父親に連れられて
ワカサギ釣りを体験。中・高とブランク
があったが、大学生になって一気にハマ
り、シーズン中はアルバイトの合間を縫
って東京から足繁く松原湖に通う。今季
初めに1015匹という大釣りをした。「釣
れない日中にいかに釣るか、それが今後
の課題ですね」。東京在住（実家は大久保）。

「
釣
れ
な
け
れ
ば
釣
れ
な
い
で
、
何
で
釣
れ
な
い
の
か
。

オ
モ
リ
が
重
た
い
ん
だ
ろ
う
か
、
竿
が
合
わ
な
い
ん
じ

ゃ
な
い
か
、
仕
掛
け
が
違
う
ん
じ
ゃ
な
い
か
、
っ
て
い

ろ
い
ろ
考
え
る
。
そ
ん
な
時
間
も
楽
し
い
ん
で
す
」

釣

仲間と軽口を言い合うのも楽しみの一つだ。釣りたての天ぷらはた
とえようのないおいしさでした。ごちそうさまでした！＝松原湖

ワカサギ釣りにハマって3年。頭の中はワカサギのことでいつもいっぱい--

　
　
　
　

り
糸
が
引
き
上
げ
ら
れ
る

　
　
　
　

と
、
陽
光
に
き
ら
め
く
美

　
　
　
　

し
い
ワ
カ
サ
ギ
が
水
の
中

か
ら
姿
を
現
す̶

̶

。
松
原
湖
冬
の

風
物
詩
、
氷
上
の
ワ
カ
サ
ギ
釣
り
だ
。

「
釣
り
味
は
た
ま
ら
な
い
っ
す
よ
。

繊
細
な
ア
タ
リ
を
取
っ
て
（
感
じ
て
）

釣
り
あ
げ
る̶
̶

。
う
ま
く
言
葉
に

表
現
で
き
な
い
け
ど
、
こ
の
釣
り
味

は
こ
こ
し
か
な
い
っ
て
オ
レ
は
思
っ

て
い
ま
す
」

　

こ
の
日
は
、
今
シ
ー
ズ
ン
十
日
目
。

快
晴
、
気
温
一
度
の
氷
上
に
は
色
と

り
ど
り
の
テ
ン
ト
が
並
び
、
防
寒
着

に
身
を
固
め
た
人
た
ち
が
釣
り
糸
を

垂
ら
す
。

「
で
も
松
原
湖
は
サ
カ
ナ
が
い
て
も

釣
れ
な
い
。
む
ず
か
し
い
ん
で
す
よ
。

で
も
、
む
ず
か
し
い
が
ゆ
え
に
面
白

い
の
か
も
し
れ
ま
せ
ん
ね
」

　

と
言
う
和
さ
ん
だ
が
、
氷
が
張
る

前
の
昨
年
十
二
月
、
ド
ー
ム
船
で
一

日
一
〇
一
五
匹
を
釣
り
あ
げ
た
。

　
　
　
　
　
　

†

　

ゲ
ー
ム
を
す
る
よ
り
、
友
だ
ち
と

自
転
車
に
乗
っ
た
り
、
裏
山
で
遊
ぶ

ほ
う
が
好
き
だ
っ
た
と
い
う
和
さ
ん
。

ワ
カ
サ
ギ
釣
り
を
知
っ
た
の
は
、
小

三
の
こ
ろ
だ
。
ス
キ
ー
帰
り
に
松
原

湖
の
氷
上
に
た
く
さ
ん
の
テ
ン
ト
を

見
つ
け
た
。
父
親
に
聞
く
と
、
「
ワ

カ
サ
ギ
釣
り
」
だ
と
教
え
ら
れ
た
。

　

そ
れ
を
き
っ
か
け
に
と
き
ど
き
親

に
連
れ
ら
れ
て
や
っ
て
き
た
が
、
そ

れ
も
シ
ー
ズ
ン
に
数
回
。
「
釣
れ
て

も
せ
い
ぜ
い
十
匹
程
度
」
だ
っ
た
。

た
だ
、
学
校
の
連
絡
帳
に
は
、「
百
匹

釣
り
て
え
ー
！
」
と
書
き
な
ぐ
っ
た
。

　

中
・
高
時
代
は
部
活
が
忙
し
く
、

本
格
的
に
始
め
た
の
は
大
学
に
入
っ

て
か
ら
。
今
は
ア
ル
バ
イ
ト
の
合
間

を
縫
い
、
四
、
五
日
の
休
み
を
取
っ

て
は
こ
こ
に
や
っ
て
く
る
。
「
東
京

に
い
る
と
き
も
、
釣
具
屋
に
行
っ
た

り
、
頭
の
中
は
ワ
カ
サ
ギ
の
こ
と
で

い
っ
ぱ
い
で
す
ね
（
笑
）
」

　

繊
細̶

̶

。
松
原
湖
の
ワ
カ
サ
ギ

釣
り
の
魅
力
は
こ
れ
に
尽
き
る
の
だ

と
い
う
。

「
湖
の
底
の
地
形
を
自
分
な
り
に
解

釈
し
て
、
底
に
ベ
ッ
タ
リ
張
り
つ
い

て
い
る
ワ
カ
サ
ギ
を
、
繊
細
な
ア
タ

リ
を
感
じ
な
が
ら
一
匹
ず
つ
地
道
に

拾
い
釣
り
し
て
い
く̶

̶

そ
こ
が
こ

こ
の
釣
り
の
醍
醐
味
で
す
ね
」

　

松
原
湖
の
ワ
カ
サ
ギ
は
他
の
湖
に

比
べ
て
小
さ
い
た
め
、
な
お
さ
ら
繊

細
な
釣
り
に
な
る
の
だ
と
い
う
。

「
で
も
、
小
さ
い
ん
で
す
け
ど
、
味

は
ピ
カ
一
。
み
ん
な
う
ま
い
っ
て
言

い
ま
す
ね
」
。
す
る
と
、
そ
ば
に
い

た
釣
り
仲
間
た
ち
が
「
ホ
ン
ト
に
い

ち
ば
ん
う
ま
い
で
す
！
」

　
　
　
　
　
　

†

　

松
原
湖
の
ワ
カ
サ
ギ
が
お
い
し
い

理
由
は
「
や
っ
ぱ
り
八
ヶ
岳
の
水
で

し
ょ
う
」
と
和
さ
ん
。
仲
間
も
「
水

だ
よ
ね
」
と
大
き
く
う
な
ず
く
。
そ

し
て
、「
冬
の
ワ
カ
サ
ギ
が
お
い
し
い

理
由
は
ね
」
と
仲
間
の
Ｚ
さ
ん
。「
野

菜
が
霜
に
当
た
る
と
甘
味
が
増
し
て

お
い
し
く
な
る
よ
う
に
、
サ
カ
ナ

も
寒
く
な
る
と
体
に
栄
養
を
た
め

込
ん
で
お
い
し
く
な
る
。
だ
か
ら
、

二
月
の
ワ
カ
サ
ギ
は
よ
っ
ぽ
ど
の

人
に
し
か
あ
げ
ま
せ
ん
（
笑
）
」

　

じ
つ
は
ワ
カ
サ
ギ
は
ハ
リ
に
つ

い
た
エ
サ
（
サ
シ
）
を
食
べ
る
の

で
は
な
く
、
エ
サ
か
ら
出
る
体
液

の
ニ
オ
イ
に
お
び
き
寄
せ
ら
れ
て
、

エ
サ
を
吸
い
こ
む
の
だ
と
い
う
。

そ
ん
な
こ
と
も
、
和
さ
ん
は
仲
間

か
ら
教
わ
っ
た
。
「
オ
レ
な
ん
か

ま
だ
修
業
中
。
ペ
ー
ペ
ー
で
す
よ
。

だ
か
ら
、
こ
う
や
っ
て
先
輩
た
ち

か
ら
い
ろ
ん
な
こ
と
を
教
わ
る
。

そ
れ
が
楽
し
い
ん
で
す
よ
」
と
言
い

な
が
ら
、
穂
先
を
小
刻
み
に
動
か
し

て
サ
カ
ナ
を
誘
う
。

「
釣
れ
な
け
れ
ば
釣
れ
な
い
で
、
何

で
釣
れ
な
い
の
か
。
オ
モ
リ
が
重
た

い
ん
だ
ろ
う
か
、
竿
が
合
わ
な
い
ん

じ
ゃ
な
い
か
、
仕
掛
け
が
違
う
ん
じ

ゃ
な
い
か
、
っ
て
い
ろ
い
ろ
考
え
る
。

そ
ん
な
時
間
も
楽
し
い
ん
で
す
」

「
そ
う
、
釣
り
っ
て
、
釣
れ
な
く
て

も
楽
し
い
ん
で
す
」
と
仲
間
の
Ｏ
さ

ん
。
「
釣
り
っ
て
世
代
が
違
っ
て
も

話
が
で
き
る
。
年
取
っ
て
も
で
き
る
。

一
人
で
も
で
き
る
し
、
仲
間
と
も
で

き
る
、
唯
一
の
ス
ポ
ー
ツ
だ
と
思
い

ま
す
」
「
い
い
こ
と
言
い
ま
す
ね
。

そ
れ
書
い
と
い
て
く
だ
さ
い
（
笑
）」

　

と
和
さ
ん
。

「
お
ば
あ
ち
ゃ
ん
に
よ
れ
ば
、
お
じ

い
ち
ゃ
ん
も
昔
、
七
輪
を
持
っ
て
、

こ
こ
に
来
た
み
た
い
で
す
。
せ
っ
か

く
近
く
に
こ
ん
な
に
い
い
フ
ィ
ー
ル

ド
が
あ
る
ん
だ
か
ら
、
ぜ
ひ
み
な
さ

ん
に
も
ワ
カ
サ
ギ
釣
り
の
楽
し
さ
を

経
験
し
て
ほ
し
い
で
す
ね
」

発行　佐久穂町役場　長野県南佐久郡佐久穂町大字高野町569番地　TEL 0267-86-2525
編集　総合政策課　　印刷　キクハラインク有限会社


	01表紙
	02同盟協定
	03災害派遣・道の駅
	04栄養士
	05町税等納期限一覧
	06河川整備計画
	07こまどり
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